
第15回スマートウェルネス・オープンセミナーのご案内（共催）生涯活躍のまち『スマートエイジング・シティ』地方創生戦略事業コンソーシアム

【日時】 2017年２月６日 （月）
１６：００～１８：００

【場所】 公益財団法人都市活力研究所 セミナー室
（グランフロント大阪 タワーＣ ７階）

【参加費用】 お一人様：１,０００円

定員：３０名
（注）定員になりしだい

締め切らせていただきます。

■研究会プログラム
（16:00～16:30）

情動変化の科学的解明と「ココロスケール」に関する基本説明
理化学研究所 ライフサイエンス技術基盤研究センター 細胞機能評価研究チーム チームリーダー 片岡 洋祐

（16:30～17:30）

情動変化分析ツール「ココロスケール」を活用したリビングラボ模擬実証トライアル実施
株式会社 Kokorotics 取締役 武坂 寿夫

【模擬実証トライアルテーマ：療養応援食】 海商 株式会社 「やわらかシリーズ」より

（17:30～18:00）

ココロスケール活用型「ヘルスケア・リビングラボ」の展開とフィールド実証事業への取組み
よどきり医療と介護のまちづくり株式会社 超高齢社会健康・医療・くらし研究所 所長 卯津羅 泰生

ヘルスケア✽リビングラボ実証トライアル
～情動変化分析ツール「ココロスケール」を活用した模擬リビングラボの開催～

リビングラボとは、モノづくりやサービス開発のプロセスにエンドユーザーを共創的に巻き込んで継続的に情報フィー
ドバックをするプロセスです。商品開発の初期段階から、エンドユーザーを巻き込み、アイデアの創出、タッチポイント
のデザイン、プロトタイピングといった一連の流れを共創的・連続的に行っていくモデルです。ただ、あくまで定性調査
になりますので、客観的分析の視点が弱い面（エンドユーザーの抽出によるブレ）もあります。

今回、理化学研究所で開発された情動変化分析ツール「ココロスケール」を活用し、定性調査の数値分析、
定性調査からエスノグラフィー調査、定量調査へと拡張しやすいリビングラボ形態の模擬実証トライアルに日本で
初めて挑戦します。 ご興味のある方は、ぜひご参加してみてください。

■主催 公益財団法人都市活力研究所
■共催 生涯活躍のまち『スマートエイジング・シティ』

地方創生戦略事業コンソーシアム
■お申込み・お問い合わせ先 公益財団法人都市活力研究所

味村（ミムラ）、會澤（アイザワ）
TEL: 06-6359-1322
E-Mail: smart-wellness@urban-ii.or.jp
WEB: http://www.urban-ii.or.jp


